






要約

 昨年、多胎の妊娠中から出産後 1 年までの多胎妊娠・育児についてアンケート調査を行

ったが、品胎以上については双胎と異なった問題が想定される。したがって今回は同じデ

ータを用いて、双胎と品胎以上妊娠についての比較をおこない、品胎以上の場合の特質に

ついて検討した。その結果品胎以上妊娠では、全妊娠期間を通して、子を持つ喜ぴと、そ

れに付随する種々の要因に対する不安という相反する心理を抱き続け、一種のアンビバレ

ント状態が持続しているといえる。それに加え、家族・社会の援助体制の不備のためさら

に、子育てを困難にしている。したがって育児支援のために

1.妊娠期間を通して出生前育児指導などの小児科の関与

2.心理的に不安定な状態にあることからカウンセリングの充実

3.多胎育児の実際面を指導する保健婦の再教育

4.ボランティアを含む、公的ヘルパー制度の導人

5.多胎の会などの自助グループの育成

などの実現が望まれる。


